
ごあいさつ  日本共産党参議院議員  大門 みきし 
 
後援会員、ニュースをご覧のみなさん、新しい年をいかがお過ごしでしょうか。 

 参院選比例候補として北関東と東北、北海道ブロックを活動地域にたたかうことに
なりました大門みきしです。六年前、みなさんのお力で再選させていただき、くらし
をまもるために議会内外で全力をあげてきました。これからも国民のみなさんと、と
ことんがんばることを、最初にお約束します。どうぞよろしくお願いいたします 
 自公政権を退場に追い込んだのは、まぎれもなく、国民の世論、運動と日本共産党

の論戦でした。これからも政治を動かすのは、国民と日本共産党の共同の力です。国

会論戦の先頭に立ってきた一人として、くらしと経済の立て直しのために三期目をめ

ざします。 

 後期高齢者医療制度廃止の先送りをやめさせ、労働者派遣法の「抜本改正」も本当

に現場の労働者を救うものにしなければなりません。 

 国民の世論をひろげ、普天間基地の無条件閉鎖、新基地建設反対を、民主党政権に

迫りましょう。現場の声を国会にとどけ、消費税増税阻止、憲法をまもるために共同

をひろげましょう。 

 いよいよ参院選挙まで半年あまり、日本の進路が 
大きく動く歴史的な時期です。日本共産党の前進こ 
そ、政治を前にすすめる確かな力です。国民の期待 
に応え必ず勝利しようではありませんか。みなさん 
のご支援をよろしくお願いいたします。 

 年の瀬の 21日、沼田駅西公園で 
失職した派遣労働者などを支援す 
るための「利根沼田派遣村なんで 
も相談会」が開催され、なんでも 
相談や炊き出しなどを行いました。 
沼田ハローワークの東隣という 

こともあって、就職や労働問題などで相談者が訪れました。 
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 ２０１０年の新春をお健やかにお迎えのことと思います。 

 昨年は総選挙で自公政権を退場させ、民主党を中心とした

政権が誕生しました。日本共産党は、「政権交代」の大風が

吹き荒れる中で、現議席を守ることができました。 

 国の政権が変わったことによって、地方自治体にも変化の

兆しが出てきました。星野沼田市政は相変わらず自民党政治

の枠から出ようとしませんが、開発型の公共事業を一定程度

は抑制しようという民主党政権の方針によって、方向転換を

させられる事業も出て来ると想定されています。 

 市議会も従来のように、日本共産党市議団が紹介議員にな

っている「請願」等は、審査をする前から「採択はしない」

と決めているのではないかというような状況は、ほぼなくな

りつつありますし、市長提案に日本共産党以外は、なんでも

みんな賛成という状況も変わってきています。国政も地方政

治も大きく変えるチャンスが広がってきているのではない

でしょうか。 

 今年は参議院選挙の年です。国政も市政も、住民が主人公

の政治めざして全力でがんばりますので、よろしくお願いい

たします。 

日本共産党 沼田市議会議員  井之川博幸 
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